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逞
筆

模
試

 

 ■
第

五
回
 

三
月

四
日
 

 ㈠
次
の
傍
線
部
分
の
読
み
を
ひ
ら
が

ひ
ら
が

ひ
ら
が

ひ
ら
が

なな なな
で
記
せ
。
①
～
⑳
は
音
読
音
読

音
読

音
読
み
、
 

㉑
～
㉚
は
訓
読
訓
読

訓
読

訓
読
みみ みみ
で
あ
る
。
 

   ①
人
栄
え
て
蜩
螗
沸
羹
た
る
を
生
ず
。
 

②
自
ら
鼴
腸
の
盈
た
し
易
き
を
愧
ず
。
 

③
喟
然
と
し
て
嘆
息
を
漏
ら
し
た
。

 

④
婦
女
は
施
髢
し
、
縹
綾
の
衣
を
纏
う
。
 

⑤
吏
民
頗
る
其
の
悁
急
な
る
を
畏
る
。 

⑥
大
帝
の
喑
噁
叱
咤
に
痿
痹
縮
栗
す
。
 

⑦
磴
道
万
里
、
跟
腱
僅
か
に
痛
む
。

 

⑧
南
西
の
島
嶼
に
鴾
母
が
分
布
し
て
い
る
。
 

⑨
二
十
六
聖
人
が
磔
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
 

⑩
刪
潤
を
要
す
る
舛
駁
な
詩
稿
だ
。

 

⑪
斯
界
の
巨
擘
に
頡
頏
す
る
鳳
雛
で
あ
る
。 

⑫
夢
笑
嬌
靨
を
開
き
、
眠
鬟
落
花
を
圧
す
。 

⑬
乾
鵲
噪
ぎ
て
行
人
至
る
。

 

⑭
将
軍
矍
然
た
り
、
衆
み
な
黙
然
た
り
。
 

⑮
雷
霆
を
聞
い
て
鳴
弦
暫
輟
す
。

 

⑯
衣
は
骭
に
至
り
袖
腕
に
至
る
。
 

⑰
鴥
た
り
、
か
の
晨
風
。

 

⑱
久
し
く
大
兵
を
屯
し
供
費
殫
竭
す
。
 

⑲
将
家
奕
代
碧
眼
紫
髥
の
人
な
り
。

 

⑳
天
下
の
柄
を
綰
摂
す
べ
し
。
 

 ㉑
舟
を
倩
い
て
別
墅
を
找
ね
る
。
 

㉒
襟
刳
り
の
汚
れ
は
目
立
つ
。

 

㉓
穴
隙
を
鑽
り
て
相
窺
う
。

 

㉔
珍
羞
を
陶
坏
に
堆
く
盛
る
。

 

㉕
四

瀆
を

撃
汰

し
て

杭
る

。
 

㉖
火
鉢
の
前
に
蹲
踞
し
て
手
を
煬
る
。 

㉗
朝
夕
我
が
眼
を
礙
ぐ
。

 

㉘
西
陲
の
戍
客
金
革
を
褥
と
す
。
 

㉙
書
を
学
ぶ
は
急
流
に
泝
る
が
如
し
。 

㉚
種
々
葷
菜
の
饅
和
え
を
頂
く
。

 

 

㈡
次
の
傍
線
部
分
の
カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ
を
 

漢
字
漢
字

漢
字

漢
字
で
記
せ
。
⑲
、
⑳
は
国
字
国
字

国
字

国
字
で
答

え
る
こ
と
。
 

   ①
神
社
で
ツ
イ
ナ

ツ
イ
ナ

ツ
イ
ナ

ツ
イ
ナ
の
行
事
が
あ
っ
た
。
 

②
墓
石
と
鮮
や
か
な
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ

マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
。
 

③
青
い
ソ
モ
ウ

ソ
モ
ウ

ソ
モ
ウ

ソ
モ
ウ
の
靴
下
を
履
い
た
。

 

④
読
者
シ
ョ
ゲ
ン

シ
ョ
ゲ
ン

シ
ョ
ゲ
ン

シ
ョ
ゲ
ン
の
瀏
覧
に
供
す
。

 

⑤
更
け
行
く
オ
ボ
ロ
ヨ

オ
ボ
ロ
ヨ

オ
ボ
ロ
ヨ

オ
ボ
ロ
ヨ
を
嘆
賞
し
た
。 

⑥
陣
頭
に
二
旒
の
鷲
像
ト
ウ
バ
ン

ト
ウ
バ
ン

ト
ウ
バ
ン

ト
ウ
バ
ン
を
立
て
る
。 

⑦
稲
株
が
育
っ
て
ブ
ン

ブ
ン

ブ
ン

ブ
ン
ゲゲ ゲゲ
ツツ ツツ
し
は
じ
め
た
。
 

⑧
イ
ナ
セ

イ
ナ
セ

イ
ナ
セ

イ
ナ
セ
な
若
い
衆
が
勢
揃
い
し
た
。
 

⑨
甜
言
蜜
語
に
ホ
ダ
ホ
ダ
ホ
ダ
ホ
ダ
さ
れ
や
す
い
。
 

⑩
ツ
チ
ノ
エ
イ
ヌ

ツ
チ
ノ
エ
イ
ヌ

ツ
チ
ノ
エ
イ
ヌ

ツ
チ
ノ
エ
イ
ヌ
の
年
に
政
変
が
あ
っ
た
。 

⑪
黒
白
も
弁
え
な
い
コ
ウ
コ
ウ
ジ

コ
ウ
コ
ウ
ジ

コ
ウ
コ
ウ
ジ

コ
ウ
コ
ウ
ジ
で
あ
る
。 

⑫
イ
ダ
テ
ン

イ
ダ
テ
ン

イ
ダ
テ
ン

イ
ダ
テ
ン
の
よ
う
に
駆
け
出
し
た
。 

⑬
青
苧
を
ウウ ウウ
み
無
聊
を
慰
め
た
。

 

⑭
全
身
を
ケ
イ

ケ
イ

ケ
イ

ケ
イ
レ
ン

レ
ン

レ
ン

レ
ン
さ
せ
て
蒼
褪
め
て
い
る
。 

⑮
ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ
し
て
恭
順
の
意
を
表
す
。 

⑯
陛
下
の
ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ

ユ
ウ
ジ
ョ
ウ
を
謹
聴
す
る
。
 

⑰
鉄
と
真
鍮
を
ロ
ウ
ロ
ウ
ロ
ウ
ロ
ウ
付
け
す
る
。

 

⑱
ロ
ウ

ロ
ウ

ロ
ウ

ロ
ウ
長
け
た
美
女
が
端
座
し
て
い
た
。 

 ⑲
絨
緞
に
巣
く
う
ダ
ニ
ダ
ニ
ダ
ニ

ダ
ニ
を
駆
除
す
る
。
 

⑳
シ
ン
シ

シ
ン
シ

シ
ン
シ

シ
ン
シ
を
張
っ
て
布
を
乾
す
。

 

 

㈢
次
の
１
～
５
の
意
味
を
的
確

に
表

す
語
を
、
次
の
□
か
ら
選
び

、
漢
字
漢
字

漢
字

漢
字

で
記
せ
。
 

  ①
愛
想
笑
い
す
る
こ
と
。

 

②
退
位
し
た
君
主
が
再
び
位
に
つ
く
こ
と
。
 

③
在
家
の
ま
ま
仏
門
に
入
っ
た
女
性
。
 

④
月
が
恒
星
を
隠
す
こ
と
を
い
う
。
星
食
。 

⑤
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
。
伝
説
。
 

        ㈣
次
の
問問 問問
１１ １１

と
問問 問問
２２ ２２

の
四
字
熟
語
に

つ
い
て
答
え
よ
。
 

 
問問 問問

１１ １１
 

次
の
四
字
熟
語
の
（
①
～
⑩
）
に

入
る
適
切
な
語
を
次
の
□
か
ら
選

び
漢
字
二
字

漢
字
二
字

漢
字
二
字

漢
字
二
字
で
記
せ
。
 

  （（ （（
①

）） ））
明

珠
 

狗
尾
（（ （（

⑥
）） ）） 

（（ （（
②

）） ））
北

暢
 

冠
履
（（ （（

⑦
）） ）） 

（（ （（
③

）） ））
玉

匣
 

竜
頭
（（ （（

⑧
）） ）） 

（（ （（
④

）） ））
塵

中
 

鑿
壁
（（ （（

⑨
）） ）） 

（（ （（
⑤

）） ））
充

数
 

泥
首
（（ （（

⑩
）） ）） 

       
問問 問問

２２ ２２
 

次
の
①
～
⑤
の
解
説
解
説

解
説

解
説
・・ ・・
意
味
意
味

意
味

意
味
に
あ

て
は
ま
る
四
字
熟
語
を
後
の
□
か

ら
選
び
、
そ
の
傍
線
部
分

傍
線
部
分

傍
線
部
分

傍
線
部
分
だ
け
の

だ
け
の

だ
け
の

だ
け
の

読読 読読
みみ みみ
を
ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
 

  ①
未
熟
者
を
重
用
す
る
。

 

②
強
情
で
負
け
惜
し
み
の
強
い
こ
と
。
 

③
大
望
の
為
に
身
を
落
と
す
た
と
え
。
 

④
男
子
の
生
ま
れ
る
予
兆
。
 

⑤
心
が
清
ら
か
で
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
こ
と
。 

    

う
ば

い
・

え
ん

ぺ
い

・
こ

う
ひ
 

し
ん

ぶ
ん

・
ず

だ
・

て
ん

し
ょ

う
 

て
ん

じ
・

ふ
く

へ
き
 

か
ん
ぎ
ょ
く
・
げ
き
し
ゅ
・
し
ゅ
じ
ゅ
 

ぞ
く
ち
ょ
う
・
と
う
こ
う
 

と
う
え
き
・
な
ん
こ
う
・
な
ん
こ
う
 

よ
く
い
・
ら
ん
う
 

光
風
霽
月
・
以
杙
為
楹
・
雷
陳
膠
漆
 

伊
尹
負
鼎
・
熊
羆
入
夢
・
枕
流
漱
石
 

羊
很
狼
貪
・
雍
也
論
語
 

(30) 

1×30 

(40) 

2×20 

(10) 

2×5 

(20) 

2×10 

(10) 

2×5 

(30) 



- 2 - 

 ㈤
熟
字
訓

熟
字
訓

熟
字
訓

熟
字
訓
・・ ・・
当当 当当
てて てて
字字 字字
の
読読 読読
みみ みみ

を
記

せ
。
 

  ①
熨

斗
 

 
 
⑥
草

烏
頭

 

②
寸

莎
 

 
 
⑦
虎

耳
草

 

③
豆

娘
 

 
 
⑧
山

毛
欅

 
④
海

豚
 

 
 
⑨
玉

筋
魚

 

⑤
更

衣
 

 
 
⑩
金

剛
纂

 

 ㈥
次

の
熟
語
熟
語

熟
語

熟
語

の
読読 読読
みみ みみ

（
音
読
音
読

音
読

音
読
みみ みみ

）
と

、

そ
の
語
義
語
義

語
義

語
義
に
ふ
さ
わ
し
い
訓
読
訓
読

訓
読

訓
読
みみ みみ

を
（
送
り
が
な
に
注
意
し
て

）
ひ
ら
ひ
ら

ひ
ら

ひ
ら

が
な
が
な

が
な

が
な
で
記
せ
。
 

 ア
 
①
撩

戦
…
②
撩

む
 

イ
 
③
俶

載
…
④
俶

め
る

 

ウ
 
⑤
籠

罩
…
⑥
罩

め
る

 

エ
 
⑦
翫

愒
…
⑧
愒

る
 

オ
 
⑨
牖

民
…
⑩
牖

く
 

 
 ㈦

次
の
①
～
⑤
の
対
義
語

対
義
語

対
義
語

対
義
語
、
⑥
～

⑩
の

類
義
語

類
義
語

類
義
語

類
義
語
を
後

の
□

の
中

か
ら

選
び

、

漢
字
漢
字

漢
字

漢
字
で
記
せ
。
□
の
中
の
語
は
一

度

だ
け
使
う
こ
と
。
 

   ①
終

焉
 

 
⑥
老

弱
 

②
泣

血
 

 
⑦
烏

鷺
 

③
玉

響
 

 
⑧
御

食
 

④
無

始
 

 
⑨
突

鼻
 

⑤
伊

達
着

 
⑩
汪

然
 

     0  

 ㈧
次
の
故
事
・
成
語
・
諺
の
カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

の
部
分
を
漢
字
漢
字

漢
字

漢
字
で
記
せ
。
 

  ①
ラ
ッ
キ
ョ
ウ

ラ
ッ
キ
ョ
ウ

ラ
ッ
キ
ョ
ウ

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
皮
を
剥
く
よ
う
。
 

②
騏
驥
の
キ
ョ
ク
チ
ョ
ク

キ
ョ
ク
チ
ョ
ク

キ
ョ
ク
チ
ョ
ク

キ
ョ
ク
チ
ョ
ク
す
る
は
 

駑
馬
の
安
歩
に
如
か
ず
。

 

③
ウ
チ
ク
ル
ブ
シ

ウ
チ
ク
ル
ブ
シ

ウ
チ
ク
ル
ブ
シ

ウ
チ
ク
ル
ブ
シ
は
蚊
に
食
わ
れ
て
も
悪
い
。
 

④
人
の
ゴ
ボ
ウ

ゴ
ボ
ウ

ゴ
ボ
ウ

ゴ
ボ
ウ
で
法
事
す
る
。
 

⑤
富
貴
何
ぞ
如
か
ん
や
ソ
ウ
ト
ウ

ソ
ウ
ト
ウ

ソ
ウ
ト
ウ

ソ
ウ
ト
ウ
の
露
。 

⑥
燭
バ
ツ
バ
ツ
バ
ツ
バ
ツ
を
見
さ
ず
。

 

⑦
チ
グ
チ
グ
チ
グ
チ
グ
の
縁
。

 

⑧
大
国
を
治
む
る
に
は
シ
ョ
ウ
セ
ン

シ
ョ
ウ
セ
ン

シ
ョ
ウ
セ
ン

シ
ョ
ウ
セ
ン
 

を
烹
る
が
若
く
す
。

 

⑨
鼠
穴
を
治
め
て
リ
リ
ョ

リ
リ
ョ

リ
リ
ョ

リ
リ
ョ
を
壊
る
。
 

⑩
離
朱
が
明
も
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
の
 

塵
を
視
る
能
わ
ず
。
 

か
ん
き
・
き
ゅ
う
か
つ
 

こ
う
し
ょ
う
・
こ
う
ご
う
 

さ
ん
ぜ
ん
・
し
ん
せ
ん
・
つ
い
り
ん
 

ば
ん
き
ん
・
ぼ
う
げ
い
・
ら
ん
か
 

㈨
文
章
中
の
傍
線
（
⒈
～
⒑
）

の
カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ

カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
漢
字

漢
字

漢
字
に
直
し
、
波
線
（
ア
～
コ
）
の
漢
字
漢
字

漢
字

漢
字
の
読読 読読
みみ みみ
を
ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な

ひ
ら
が
な
で
記
せ
。
 

    
ＡＡ ＡＡ

    
 
嘉
仁
、
謹
み
て
皇
考
の
霊
前
に

アア アア

白
す
。
皇
考
の

⒈⒈ ⒈⒈

ト
ウ
カ

ト
ウ
カ

ト
ウ
カ

ト
ウ
カ
し
給
い
し
よ
り
、
夙
夜
夢
寐
、
温
容
を
諼 わ

す

る
能
わ
ず
、

櫬
宮

し
ん

き
ゅ

う

に
殯
殿

に
奉
饌
拝
参
し
て
、
空
し
く
霊
前
に
感
泣
す
る
こ
と
早
四
十
余
日
。
今
や
伏
見
桃
山
に
斂
葬
せ
む
と
し
、

イイ イイ

輀
車
を
送
り
て
此
に
来
れ
り
。

顧 お
も

う
に
曩
に
皇
考
の
病
革
ま
る
や
、
上
下

⒉⒉ ⒉⒉

ユ
ウ
グ

ユ
ウ
グ

ユ
ウ
グ

ユ
ウ
グ
し
て
天
地
に
祈
る
あ
り
、
茲
に
其
の
葬
儀
を
行
う
や
、

⒊⒊ ⒊⒊

チ
ョ
ウ
ヤ

チ
ョ
ウ
ヤ

チ
ョ
ウ
ヤ

チ
ョ
ウ
ヤ
悲
傷
し
て
已
ま

ず
。
是
皆
国
民

ウウ ウウ

忠
忱
の
発
露
す
る
所
に
し
て
、
即
ち
、
皇
考
徳
沢
の

⒋⒋ ⒋⒋

カ
ン
プ

カ
ン
プ

カ
ン
プ

カ
ン
プ
す
る
所
な
り
。
此
を
思
い
彼
を
念
い
、
痛
悼
の
情
倍
倍

ま
す

ま
す

切

な
り
。
嗚
呼
哀
し
い
哉
。
 

（
大
日
本
詔
勅
謹
解
「
明
治
天
皇
の
御
霊
を
伏
見
桃
山
に
斂
葬
せ
ら
る
る
時
の
御
誄
」
よ
り
）
 

     
ＢＢ ＢＢ

    
 
乾
坤
持
ち
施
し
て
、
燾
載

と
う

さ
い

の
徳
以
て
深
く
、
皇
王
至
公
に
し
て
、
亭
毒
の
仁
斯
に
広
し
。
然
れ
ば
則
ち
、
南
面
に
居
る
者
は
、

必
ず
天
に
代
わ
っ
て
化
を
闢
き
、

⒌⒌ ⒌⒌

ホ
ク
シ
ン

ホ
ク
シ
ン

ホ
ク
シ
ン

ホ
ク
シ
ン
に

儀

の
っ

と

る
者
は
、
亦
時
に
順
い
、
以
て

エエ エエ

涵
育
す
べ
し
。
是
を
以
て
朕
京
城
を
巡
り
、
遥
か

に
郊
野
を
望
む
に
、
芳
春
の
仲
月
、
草
木
滋
り
栄
え
、
東
候
始
め
て
啓
け
、
丁
壮

⒍⒍ ⒍⒍

ロ
ウ
ホ

ロ
ウ
ホ

ロ
ウ
ホ

ロ
ウ
ホ
の
勉
め
に
就
き
、
時
雨
漸
く

澍

う
る

お

い
、
蟄
蠢
、

浴
灌
の
悦
び
あ
り
。
何
ぞ
寛
仁
を
流

し

き
、
以
て

⒎⒎ ⒎⒎

レ
イ
ゲ
ン

レ
イ
ゲ
ン

レ
イ
ゲ
ン

レ
イ
ゲ
ン
を
安
ん
じ
、
淳
化
を
布
き
て
万
物
を
済
わ
ざ
ら
ん
や
。
宜
し
く
戸
頭
の
百
姓

に
、
種
子
各
々
二
斛
、
布
一
常
、
鍬
一
口

ひ
と

ふ
り

を
給
し
、
農
蚕
の
家
を
し
て
、
永
く
業
を
失
う
こ
と
な
く
、

オオ オオ

宦
学
の
徒
を
し
て
、
専
ら
私
を

忘
れ
し
む
べ
し
。
 

 
 

 
 

（
大
日
本
詔
勅
謹
解
「
農
蚕
を
勧
む
る
の
詔
」
よ
り
）
 

     
ＣＣ ＣＣ

    
 
人
類
億
兆
、

カカ カカ

坤
輿
を
劃
し
て
各
々
拠
有
す
る
所
あ
り
。
曰
く
其
の
国
家
、
某
の
国
家
と
、
時
に
は
則
ち
相
軋
轢
し
、
相
争
奪
し
、

時
に
は
即
ち
相
謀
虐
酷
遇
攻
伐
殺
戮
す
。
其
の
状
や
仁
人
君
子
の
視
る
に
忍
び
ざ
る
所
の
者
あ
り
と
雖
も
、
豈
知
ら
ん
や
、
此
の
如
き
不

祥
惨
憺
の
現
象
も
亦
か
の
円
満
幸
福
に
達
す
る
の
駅
程
た
り
、
舟
筏
た
る
を
、
其
の
相

キキ キキ

剋
殺
す
る
所
以
は
、
即
ち
相
磨
礪
し
て
大
い
に

潜
光
を
発
す
る
所
以
な
り
。
国
家
を
成
す
者
多
し
、
彼
皆
各
々
其
の
特
能
を
尽
く
し
て
其
の
特
色
を
秀
絶
せ
し
む
る
の
任
務
を
負
う
て
而

し
て
立
て
り
。
今
や
欧
米
諸
国
の
勢
力
強
勢
に
し
て
、
向
う
所
前
な
く
、
日
月
に
波
及
し
て
殆
ど
将
に

クク クク

寰
宇
を
挙
げ
て
氾
濫
の
中
に
没

せ
ん
と
す
、
没
す
、
則
ち
其
の
旧
の
特
色
を

⒏⒏ ⒏⒏

ビ
ン
メ
ツ

ビ
ン
メ
ツ

ビ
ン
メ
ツ

ビ
ン
メ
ツ
し
て
、
其
の
自
ら
の
特
能
を
伸
ぶ
る
あ
る
の
み
。
是
所
謂
真
を
極
め
、
善
を
極

め
、
美
を
極
む
る
所
以
に
於
い
て
、
果
た
し
て
損
傷
す
る
所
な
し
と
す
る
乎
。
（
�
中
略
�
）
軽
薄
女
子
あ
り
、
軽
薄
男
子
戯
れ
に
之
を
謂

い
て
曰
く
、
卿
が

⒐⒐ ⒐⒐

ヨ
ウ
シ
ョ
ク

ヨ
ウ
シ
ョ
ク

ヨ
ウ
シ
ョ
ク

ヨ
ウ
シ
ョ
ク
天
下
に
類
な
か
ら
ん
、
仮
令
然
ら
ず
と
す
る
も
、
温
乎
た
る
卿
が
目
、
藹
乎
た
る
卿
が
眉
、
世
間
豈
多

く
其
の
類
を
看
る
べ
け
ん
や
と
。
一
片
の
賛
辞
忽
ち
女
子
の
心
を
宇
宙
に
飛
ば
し
、
得
意
揚
々
、
自
ら
以
て
絶
世
の
美
人
と
な
し
、
メ
ッ

キ
の

ケケ ケケ

鈿
釵
を
挿
み
、

⒑⒑ ⒑⒑

メ
ッ
キ

メ
ッ
キ

メ
ッ
キ

メ
ッ
キ
の
指
輪
を
飾
り
、
衣
帯
は
な
る
べ
く
人
の
指
目
に
留
む
べ
き
も
の
を
欲
し
、
故
に
言
語
を
装
う
て
優
美

の
風
を
示
さ
ん
と
し
、
故
に
歩
行
を
し
な
や
か
に
し
て
人
の

ココ ココ

顧
盻
を
得
ん
と
欲
す
。
 
 

（
三
宅
雪
嶺
「
祖
国
の
姿
」
よ
り
）
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